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「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
＝
ラ
ヴ

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

第
２
期
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
小
説
企
画
の
第
２
弾
は
、
伏
見
健
二

の
新
作
小
説
「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
＝
ラ
ヴ
」
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
Ｓ
Ｆ
は
相
性
が
い
い
。
ど
ち
ら
も
一
種
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ

ル
チ
ャ
ー
と
し
て
、
世
間
の
価
値
観
に
対
し
痛
烈
な
「
ノ
ン
」
を
突
き
つ
け
た
。
ど
ち
ら
も
、
聴
き
手

／
読
み
手
に
、
他
に
代
え
が
た
い
高
揚
感

“
魂
”
を
揺
さ
ぶ
る
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
人
生
を
大
き
く

、

変
え
た
。

「

」

そ
の
ロ
ッ
ク
が
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
本
作
は
―
―
壊
滅
前
の
地
球
の
記
憶
に
囚
わ
れ
た

お
れ

の
孤
独
と
相
俟
っ
て
―
―
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｒ
・
デ
ィ
レ
イ
ニ
ー
の
名
作
「
コ
ロ
ナ
」
を
、
最
新
の
ガ
ジ

ェ
ッ
ト
を
使
っ
て
書
き
直
そ
う
と
い
う
試
み
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
充
溢
す
る
哀
し
み
は
、
あ
た
か
も

名
匠
の
手
に
な
る
ベ
ー
ス
・
リ
フ
が
ご
と
き
、
鮮
烈
な
経
験
と
し
て
沁
み
渡
る
こ
と
だ
ろ
う

『
エ
ク

。

リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
豊
富
な
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
を
手
際
よ
く
料
理
し
な
が
ら
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ポ

ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
境
界
を
探
り
、
そ
の
本
質
を
提
示
す
る
の
が
本
作
だ
。
読
後
、
あ
な
た
の
心



2

に
は

「
百
億
人
の
な
か
で
一
人
だ
け
」
の
一
節
が
、
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
な
お
、
本

、

作
に
は
設
定
の
一
部
に
つ
い
て
、
作
者
が
独
自
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

伏
見
健
二
は
日
本
を
代
表
す
る
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
一
人
。
美
大
在
学
中
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｒ
Ｐ
Ｇ

『
ブ
ル
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
物
語
』
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
颯
爽
と
デ
ビ
ュ
ー
後
、
同
作
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
等

で
小
説
家
と
し
て
も
マ
ル
チ
に
活
躍
、
小
説
の
著
書
だ
け
で
も
、

冊
近
く
に
の
ぼ
る
。

30

本
格
Ｓ
Ｆ
と
し
て
は
バ
リ
ン
ト
ン
・
Ｊ
・
ベ
イ
リ
ー
流
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
・
バ
ロ
ッ
ク
の
知
ら
れ

ざ
る
佳
品
『
レ
イ
ン
ボ
ゥ
・
レ
イ
ヤ
ー

虹
色
の
遷
光

（
ハ
ル
キ
文
庫
）
が
白
眉
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

』

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
な
ど
の
神
秘
主
義
的
観
念
論
者
と
本
格
ス
ペ
ー

ス
・
オ
ペ
ラ
を
大
胆
に
結
び
つ
け
た
奇
想
溢
れ
る
長
篇
で
、
荒
巻
義
雄
〈
ビ
ッ
グ
・
ウ
ォ
ー
ズ
〉
シ
リ

ー
ズ
、
大
原
ま
り
子
『
戦
争
を
演
じ
た
神
々
た
ち

、
田
中
啓
文
『
忘
却
の
船
に
流
れ
は
光
』
等
、
日

』

本
Ｓ
Ｆ
史
の
正
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
伏
見
健
二
の
感
性
が
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
世
界
と
出
逢
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
―
―

お
よ
そ

年
ぶ
り
の
新
作
小
説
と
な
る
本
作
は
、
そ
の
よ
う
な
愉
し
み
も
与
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
ま
で

10

伏
見
健
二
の
世
界
に
親
し
ん
で
き
た
方
々
も
、
こ
れ
か
ら
彼
に
出
逢
う
世
代
も
、
伏
見
健
二
が
紡
ぐ
Ｓ

Ｆ
世
界
の
、
さ
ら
な
る
深
化
に
注
目
さ
れ
た
い
。


